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要　旨：ヒメザゼンソウはサトイモ科ザゼンソウ属の植物で，京都府を含むいくつかの都
道府県で絶滅危惧種に選定されている。京都府綾部市の光野地域でヒメザゼンソウ自生地
が見つかり，地元住民と本学生命環境科学研究科の教員が共同して，保全活動を目的に，
定点観測による生活環，群生地の個体数・分布と周囲の環境，遺伝的多様性の調査を進め
てきた。ヒメザゼンソウの生息地発見の経緯，生息地の現状把握と保全活動につながる研
究，ならびに地域住民との連携した取り組みについて報告する。
（2018 年 9 月 19 日受理）
1. はじめに
　ヒメザゼンソウ （Symplocarpus nipponicus Makino）
はサトイモ科ザゼンソウ属に属する植物である（大塚，
2002, 2004）。ザゼンソウ属には，日本に自生するザゼン
ソウ [S. renifolius Schott ex Tzvelev （syn. S. foetidus 
（L.） Nutt. var. latissimus （Makino））]，ナベクラザゼ
ンソウ （S. nabekuraensis Otsuka et K. Inoue），ヒメ
ザゼンソウに加えて，北アメリカの S. foetidus （L.） 
Ntt，ロシア極東の S. egorovii N. S. Pavlova & V. A. 
Nechaev の 5 種が現時点で知られている　（Lee et al., 
2010; Nie et al., 2006; Otsuka et al., 2002）。「ザゼンソウ」
という名は，仏さまが座禅しているような姿に見える花
序の形状に由来するとされている（図 1A）。仏さまに
相当する部分は肉穂花序と呼ばれ，小さな花が集まった
花序である。これを背後から取り囲むのは仏炎苞と呼ば
れる葉の一種である。英語では skunk cabbage（スカン
ク・キャベツ）と呼ばれており，これは開花期に悪臭を
放つことに由来する。同じ植物でもこのように異なる意
味合いを持つというのは，文化の違いを反映しているよ
うで興味深い。
　ザゼンソウは真冬に開花期を迎え，花序が発熱しなが
ら周囲の雪を溶かして開花することが知られているが，
ヒメザゼンソウ・ナベクラザゼンソウは夏に開花する
ため，この発熱機構があるかどうかは不明である （Ito-
Inaba, 2014; Otsuka et al., 2002; Seymour et al., 2009）。
「ヒメ」とは「小さい」という意味であり，その名の通
り花序はザゼンソウに比べて小さい。葉は黄緑～緑色の
葉身をもち，長さが 10 ～ 30 cm ほどになるため薄暗い
林床でも良く目立つが，花序は葉に比べて高さが 3 ～ 5 
cm 程度と驚くほど小さく，注意していないと発見でき
ない。厚生労働省ホームページでは，食用となるウルイ
（オオバギボウシ）と葉の形状がよく似ており，誤って
食べると中毒症状を起こすとある（自然毒のリスクプロ
ファイル，http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000082146.html）。食用のための野草採集をする
際には注意する必要がある。なお，著者は種子を齧って
みたが，強烈なニンニク臭と刺激があり，すぐに吐き出
してしまった。種子も食用にはなり得ないようである。
　*   京都府立大学大学院生命環境科学研究科応用生命科学専攻
　    Graduate School of Life and Environmental Sciences, Kyoto Prefectural University
　**  京都府農林水産技術センター生物資源研究センター
　    Biotechnology Research Department, Kyoto Prefectural Agriculture Forestry and Fisheries Technology Center
　*** 綾部水源の里光野
　    Villages at the source of a river in Mitsuno, Ayabe, Kyoto
25
4_ 生命環境学（武田）
図 1　光野のヒメザゼンソウ。
（A） ヒメザゼンソウの花。仏炎苞という紫の葉に，肉穂花序が包まれているような形態をとる。
（B） 2015 年 8 月 16 日撮影。種子から発芽している。
（C） 2016 年 3 月 15 日撮影。本葉が展開しようとしている。
（D） 2016 年 4 月 4 日撮影。本葉が展開する。
（E） 2016 年 5 月 1 日撮影。葉が大きく展開する。
（F） 川縁に生えた個体。太い根が何本か見える（矢印）。
（G） 果実。小さなものは当年開花，大きくてかじられているものは前年開花したものと思われる。
（H） 地域住民との現地視察の様子。
（I） 肉穂花序の花の間から這い出てきた虫。長角亜目のハエの幼虫だと考えられる。
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2. 研究調査
2-1.　綾部市光野の生息地発見と保全活動に至るまでの
経緯
　綾部市光野地域のヒメザゼンソウの生息域は，2014
年に偶然発見された。最初は地元住民によって大カツラ
が発見され，巨木として登録する過程の周辺環境調査の
間に「見慣れない植物がある」という報告があり，野生
植物に詳しい専門家によってヒメザゼンソウだと同定さ
れた。大カツラは，現在京都府の巨木として登録されて
いる。
　生息地の状況を把握するため，2016 年 7 月 28 日に生
息地の一部において，Laser Technology 社の Impulse 
Lase Rangeﬁnder と Mapstar を用いてヒメザゼンソウ
個体の分布位置図を作成した（図 2）。また，本学教員
と学生，地元住民の協力を得て，割り箸に番号をつけて
マーキングすることによって生息域で見える範囲の数を
調べたところ，全部で 850 個体以上が，川沿いのおよそ
100 メートルの範囲に生息していることがわかった。予
想よりも多くの個体数があり，今すぐに絶滅する可能性
は低いと考えられるが，後述するように遺伝的多様性は
低く，環境変動に弱い集団であると言える。
2-2. ヒメザゼンソウの生活環
　ヒメザゼンソウの詳細な生活環は知られていなかった
が，光野集団のいくつかの個体を，数年に渡った定点観
測によって，その全貌が明らかになりつつある （Takeda 
et al. 2018）。秋に種子が発芽してそのまま冬を越し，翌
年春に１～数枚の葉を展開する（図 1B）。夏には葉が枯
れ，今度は土中から出芽して冬を越し，翌年の春に前年
よりも多い，5 枚程度の葉を展開する（図 1C）。同じサ
イクルを，葉の数を増やしながら繰り返し，葉の数が十
分増えた夏に苞葉と花序からなる花を形成する（図 1D, 
1E, 1A）。我々が定点観測を始めた 2014 年に種子から発
芽した個体は，2018 年の夏に初めて花序をつけたこと
から，花をつけるまでに少なくとも 4 年かかることが示
唆された。
　観察を続ける中で，生息域近くの川べりに横向きに生
えた個体が見つかった（図 1F）。発芽後に川が増水して
土が削られたと考えられるが，この個体によって複数あ
る根がすべて太く，光合成産物を蓄積していると考えら
れ，ヒメザゼンソウは数年かけて光合成産物を根に蓄え，
十分蓄積されたのちに花序をつけることが示唆された。
「ド根性ヒメ」という愛称がつけられていたこの個体は，
残念ながら 2017 年の台風によって流されてしまったが，
生態について貴重な情報を我々に与えてくれた。
　ヒメザゼンソウの花は，複数の小さな花からなる肉穂
花序と，それを背後から包み込むような仏炎苞からなる
（図 1A）。花序はその年に小さな果実となり，地中に潜
ろうとしている様子が伺えた（図 1G）。果実は熟すのに
さらに１年かかるとされる（米山，1990; 大塚，2002）。
１年経った果実の中には，おそらくノネズミにかじられ
たと思われる跡があるものもあり，ザゼンソウと同じ
ように，小動物によって果実開裂や種子散布がなされ
ている可能性が示唆された （図 1G; Wada and Uemura, 
1994）。
2-3. ヒメザゼンソウの生息環境
　ヒメザゼンソウは，森や林の中の薄暗い環境に生息す
る。綾部市光野でも，周囲をカツラやスギなどの木で直
射日光がさえぎられた場所に生息していた（図 1H）。遺
伝的多様性調査のために，京都府左京区のほかの 2 地点
図 2 ヒメザゼンソウ自生地のうち，2 つの特定エリアでの分布状況。等高線沿いの数字は標高
（m）を示す。図の右上に川が流れている。定点観察に使った領域を四角で示した。
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（花脊・百井）でも数個体採集したが，いずれも同じよ
うな状況であった。いずれの地域でも川に近かったこと
から，土が湿潤であることも生息の条件であると考えら
れる。このような限られた条件の生息域をもつ上に花序
も目立たないため，宅地開発等に伴う森林伐採によって
知らず知らずのうちに生息地が減り，絶滅に瀕している
可能性が考えられる。京都府を始めいくつかの都道府県
で絶滅が危惧されており（表 1），ヒメザゼンソウ生息
地の保全が必要である。
　生息環境をさらに調べるため，2017 年 6 月 9 日午後 4
時から 10 日午後 2 時にかけて，花粉媒介に関与する昆
虫類の存否を確認する目的で，ヒメザゼンソウに静止す
る昆虫類の目視調査を行なった。観察時間は 16 － 18 時，
20 時 -22 時，6 時 -8 時，10 時 -11 時，13 時 -14 時 の 合
計 8 時間とした。昆虫綱では，ハエ目，ハチ目，バッタ
目，甲虫目，トンボ目， カワゲラ目の多数種が主に葉に
静止したが，明確な訪花行動を示す個体は確認できな
かった（図 3）。また，昆虫の他にザトウムシ（クモ綱：
ザトウムシ目）及びトビムシ（内顎綱：トビムシ目）の
静止も確認したが，花粉媒介を示唆する証拠は昆虫同様
に得られなかった（図 3）。ただし，別途持ち帰った花
序にはハエ目長角亜目の１種と思われる幼虫が認められ
た（図 1I）。長角亜目の成虫はヒメザゼンソウ群落に多
く飛翔しており，その中にはヒメザゼンソウの花部に産
卵するものがあるのかもしれない。花部でのその行動は
送粉に関与している可能性があるが，詳細な把握は今後
の課題である。他にも京都府絶滅危惧種のセグロバッタ
の幼虫（中尾，2015）が見つかるなど，ヒメザゼンソウ
の生息地とその周辺は樹林性，林床性，流水性，草原性
の昆虫が狭い地域に混生しており，生物多様性の観点か
ら貴重なエリアであることが示唆される。
2-4. ヒメザゼンソウの遺伝的多様性調査
　集団の遺伝的多様性は，その集団が環境変動に強いか
どうかを知る指標のひとつであり，絶滅危惧種の保全の
基礎データとなる。遺伝的多様性を調べる手法はいく
つかあるが，我々は DNA 配列の多型の中でも，マイク
ロサテライトという短い繰り返し配列に基づく Simple 
Sequence Repeat （SSR）マーカーを作成し，遺伝的多
様性の調査を行なった。10 遺伝子座について 11 の SSR
マーカーを作成し，光野・花脊・百井の集団から抽出し
た DNA を用いて遺伝的多様性と系統関係を調べた。各
集団はそれぞれでクラスターを形成し，集団間の交配は
ないと考えられた（図 4：Takeda et al. 2018）。また各
集団内では，綾部と百井の遺伝的多様性が低く，環境変
動に弱い集団であると考えられた （Takeda et al. 2018）。
花序の構造から離れた個体間での交配は考えにくく，絶
滅を防ぐための保全活動がより必要であると考えられる。
3. 地域住民との関わり
　ヒメザゼンソウ自生地発見から本学教員への調査依頼
があり，研究調査を行ってきたが，これには地域住民の
方々の協力が欠かせなかった。本論文の共著者でもある
福井氏が中心となり，「水源の里光野」メンバーおよび
地域住民の協力を得て，自生地の環境調査と整備，調査
区画の確保，毎月のヒメザゼンソウの定点撮影等を行い，
今回の研究結果を得るに至った。また，各教員の研究成
果を地域住民に知ってもらうために，年度末に研究発表
会を開催した【光野公民館，第 1 回：2016 年 3 月 18 日
（金），第 2 回：2017 年 3 月 21 日（火），第 3 回：2018
年 3 月 31 日（土）】。地域の方々のご協力に感謝の意を
表する。
4. 研究・活動総括と今後の展望
　2014 年のヒメザゼンソウ自生地発見から，4 年間かけ
て様々な調査を行ってきた。地元住民と関わりながら地
域密着の研究が行えたことは，地域がもつ豊かな自然の
魅力を発見して広め，その豊かさを享受しながら次世代
に伝えるために役立つと考えられる。一方で，自生地の
情報公開による乱獲，見学者来訪による自生地環境の変
統一カテゴリ RDB カテゴリ
埼玉県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
東京都 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
山梨県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
愛知県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IB 類（EN）
三重県 絶滅危惧 I 類 絶滅危惧 IA 類（CR）
京都府 絶滅危惧 I 類 絶滅寸前種
茨城県 準絶滅危惧種 準絶滅危惧
栃木県 準絶滅危惧種 準絶滅危惧（C ランク）
富山県 準絶滅危惧種 準絶滅危惧
石川県 準絶滅危惧種 準絶滅危惧（NT）
福井県 準絶滅危惧種 県域準絶滅危惧
広島県 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧 II 類（VU）
滋賀県 その他 分布上重要種
表 1　ヒメザゼンソウの都道府県別レッドデータカテゴリ
「日本のレッドデータ検索システム（http://jpnrdb.com/
index.html）」より
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図 3　ヒメザゼンソウを訪れた虫たち。
（A） ザトウムシ目。（B） バッタ目カマドウマ科の 1 種。（C） カワトンボの 1 種。
（D–F） 甲虫目。（G） カワゲラ目。（H， I） ハチ目。（J） ツユムシ亜科の 1 種。
（K， L） ハエ目。
図 4．SSR マーカーを使った，京都府の綾部市光野・左京区花脊・左京区百井個体の無根系統樹
（Takeda et al. 2018 より改変）。
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化などの可能性を考えざるを得ず，絶滅危惧種の保全活
動の難しさを痛感した期間でもあった。また，地域住民
の中には外部からの来訪者を歓迎しない人も少なからず
おり，全員の理解を求めるのは，地域振興のひとつの難
しい面であることを伺わせた。
　上述の通り，ヒメザゼンソウは食糧にもなり得ないし，
花もきれいだとはとても言えず，我々人間にとって役に
たつ植物とは思えない。ではなぜ，このような生物種の
保全が必要なのだろうか。ひとつには，生物多様性の重
要性が考えられる。この世界は多種多様な生物が生存し
ており，それが他の生物と相互に関連しながら生きてい
る。植物がミネラルを吸収し，二酸化炭素と水，太陽光
を使った光合成により糖を作り，それを元に様々な代謝
物を合成する。動物はそれを食べ，エネルギーを得て活
動する。動植物の排泄物や残骸は土や海に還り，微生物
によって分解されて，再び植物に吸収される。生態系の
この大きな物質の流れが，いま人間の活動によって大き
く変動している。
　ある生物の絶滅は，それを取り巻く生物を含む環境の
変化につながる。ひとつの生物がいなくなるだけでなく，
それにつられて他の生物の生存危機や土壌環境の変化が
起こる可能性が生じるのである。ヒメザゼンソウには，
様々な昆虫が訪れ（図 3），花序の中にも幼虫が生息し
ている事が推測された（図 1I）。ヒメザゼンソウという
植物を通して，我々人間の活動が環境に及ぼす影響を垣
間見ることができる。いわば，自然を把握するひとつの
指標となり，我々自身の生活を見直し，自然とうまく共
生する術を考える機会になると捉えている。
　今回はヒメザゼンソウに着目して様々な研究調査を行
なったが，他にも知らず知らずのうちに絶滅してしまっ
た動物，植物，微生物は山ほどいると推測される。多様
で豊かな世界に生きるためにも，自然環境の保全が必要
であり，そのために色々な生物の生息を知ることが大切
である。綾部はわが国に分布するいくつかの動植物の日
本海側進化系列と太平洋側進化系列の境界の一部とも
なっており，さらに東日本タイプ（琵琶湖・福井以東）
と西日本タイプ（近畿）の境界の一部でもあることから，
動的境界の一部として生物地理学に特異なエリアである。
この貴重な生態域の保全が，今後ますます必要だと考え
られる。
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